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はじめに

平成１９年度から、特別支援教育が学校教育法に位置付けられ、５年を終えよ

うとしています。この間、和歌山県では、全ての学校において発達障害を含む障

害のある幼児児童生徒への支援体制の構築と指導の充実を行ってきました。

現在、県教育委員会では、通常の学級に在籍する発達障害をはじめ、学習面や

人とのかかわり等に課題のある児童生徒への指導や支援として、どの子にもわか

りやすい授業づくりを行うことや学びの場の拡大、地域での支援ネットワークの

拡大を行うことが急務であると考えています。また、「特別支援教育の視点」で

授業改善や学級経営を行うことは、いじめや不登校、問題行動などの予防や学力

の向上にかかわる重要な課題であるとも考えています。

そこで「通常の学級における特別支援教育の充実」を重点課題として位置付け、

各施策を実施しているところです。また発達障害等のある児童生徒への学びの場

を拡充するため、ＬＤ等の通級指導教室を県内小・中学校に計２２教室開設し、

子どもたち一人一人の教育的ニーズに応じた指導の充実に努めています。

今年度、ＬＤ等の通級指導教室を設置している小・中学校に協力いただき、ど

の子にも分かりやすい通常の学級における授業づくりについて研究を行いまし

た。通常の学級担任と通級指導教室担当が連携し、研究を行った成果を本冊子に

まとめています。

本県では、平成２１年度「発達障害児指導事例集」・平成２２年度「高等学校

における特別支援教育推進のための実践資料集」を発刊しています。これまで発

達障害のある児童生徒の実態把握や、個別指導や支援の在り方、校内支援体制の

構築等について各校で活用いただいています。

今回、本冊子では、様々な子どもたちが在籍する通常の学級で教科教育等を行

う場合の全員に対して行う「指導の工夫」とそれだけでは理解することに困難さ

を抱えている発達障害等の児童生徒への「配慮」を中心にまとめています。各校

において本冊子を様々な場面で活用し、どの子にも分かる授業づくりが全ての学

級で行われることを期待します。

結びに、本授業実践集の発刊にあたり、ご協力いただきました各研究指定校の

先生方、ご助言いただいた独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 廣瀬 由

美子 先生、筑波大学附属小学校 桂 聖 先生に心よりお礼申し上げます。
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特別支援教育室長 田中 資則
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